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一
は
じ
め
に
　
陶
質
土
器
と
は
、「
焼
き
物
」
の
区
分
に
お
い
て
酸
化
焔
焼
成
で
焼
成
か
れ
た
素
焼
き
の
土
器
と
、
還
元
焔
焼
成
に
よ
っ
て
一
二
〇
〇
度
以
上
の
高
温
で
焼
成
さ
れ
た
陶
器
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
国
内
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
須
恵
器
も
、
こ
の
陶
質
土
器
と
全
く
同
じ
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島
で
製
作
さ
れ
た
も
の
を
須
恵
器
と
区
別
し
て
陶
質
土
器
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
半
島
で
製
作
さ
れ
、
我
が
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
を
も
こ
の
範
疇
に
含
め
る
べ
き
も
の
と
考
え 
る 
。
　
①
　
近
年
、
陶
質
土
器
の
国
内
に
お
け
る
出
土
事
例
の
増
加
に
よ
っ
て
、
こ
の
陶
質
土
器
と
我
国
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
成
立
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
初
期
須
恵
器
と
の
関
連
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
小
稿
で
は
、
陶
質
土
器
の
ほ
か
、
半
島
に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
赤
褐
色
軟
質
土
器
も
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
資
料
整
理
と
い
う
意
味
に
お
い
て
正
確
か
つ
詳
細
な
報
告
に
努
め
た
。
さ
ら
に
、
当
博
物
館
の
所
蔵
し
て
い
る
陶
質
土
器
の
年
代
的
位
置
付
け
お
よ
び
産
出
地
域
の
同
定
を
試
み
る
こ
と
で
、
今
後
の
他
資
料
（
当
館
所
蔵
以
外
の
資
料
）
と
の
比
較
・
考
察
の
便
宜
を
図
る
こ
と
に
そ
の
目
的
を
設
定
し
て
い
る
。
二
所
蔵
の
陶
質
土
器
　
か
つ
て
末
永
雅
雄
先
生
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
本
山
考
古
室
要
録
』（
以
下
『
要
録
』）
に
よ
れ
ば
、
関
西
大
学
博
物
館
に
は
、
陶
質
土
器
が
少
な
く
と
も
一
八
点
所
蔵
さ
れ
て
い 
る 
﹇
末
永
一
九
三
四
﹈。
そ
の
中
で
、
出
土 
地 
が
明
記
さ
れ
て
い
る
　
② 
　
③
資
料
は
八
点
で
あ
り
、
多
く
は
、
資
料
収
集
過
程
の
判
明
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
観
察
所
見
を
述
べ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
各
地
域
の
分
布
に
つ
い
て
は
第
一
図
を
、
参
照
願
い
た
い
。
　
摘
み
付
蓋
（
一
〜
六
）（
第
二
図
）
　
『
要
録
』
の
中
で
は
、
一
括
の
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
（
要
録
番
号
二
〇
六
―
一
〜
六
）、
出
土
地
は
朝
鮮
慶
尚
北
道
慶
州
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
蓋
の
み
の
資
料
で
あ
り
、
い
か
な
る
形
態
の
身
に
付
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
　
（
一
）（
要
録
番
号
二
〇
六
―
一
）
口
径
一
六
・
〇
㎝
、
器
高
四
・
六
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
青
灰
色
を
基
調
と
し
、
内
面
に
は
わ
ず
か
に
褐
色
が
混
ざ
る
。
口
縁
部
は
や
や
内
反
す
る
が
、
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一
一
八
第一図　朝鮮半島主要都市分布図
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
ま
た
、
肩
部
に
一
条
の
凹
線
を
有
し
、
摘
み
は
強
い
ナ
デ
を
伴
い
、
上
面
中
央
が
大
き
く
突
出
し
た
形
状
を
呈
す
る
。
全
体
に
調
整
は
丁
寧
で
あ
り
、
文
様
な
ど
を
も
た
な
い
簡
素
な
印
象
を
与
え
る
。
　
（
二
）（
要
録
番
号
二
〇
六
―
二
）
口
径
一
三
・
七
㎝
か
ら
一
三
・
九
㎝
、
器
高
四
・
七
㎝
を
測
り
、
口
縁
端
部
の
わ
ず
か
な
破
損
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
外
面
と
内
面
で
若
干
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
外
面
は
青
黒
色
を
呈
し
、
内
面
は
口
縁
部
か
ら
天
井
部
に
か
け
て
暗
赤
褐
色
か
ら
暗
青
灰
色
へ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
、
斑
点
状
に
ガ
ラ
ス
質
と
化
し
た
部
分
は
緑
褐
色
を
呈
す
る
。
破
損
し
た
部
位
よ
り
断
面
は
暗
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
肩
部
は
張
り
出
し
た
形
状
を
呈
し
、
天
井
部
に
は
、
刷
毛
状
工
具
に
よ
る
装
飾
と
二
重
放
射
状
に
刺
突
文
を
有
す
る
。
摘
み
は
上
面
周
囲
が
わ
ず
か
に
窪
み
、
中
央
が
突
出
し
た
形
状
を
呈
す
る
。
　
（
三
）（
要
録
番
号
二
〇
六
―
三
）
口
径
一
四
・
二
㎝
か
ら
一
四
・
五
㎝
、
器
高
四
・
四
㎝
を
測
り
、
口
縁
部
の
わ
ず
か
な
破
損
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
り
、
色
調
は
内
外
面
お
よ
び
断
面
と
も
に
灰
色
を
呈
す
る
。
肩
部
は
張
り
出
し
た
形
状
を
呈
す
る
が
、
資
料
（
二
）
に
比
べ
て
張
り
出
し
具
合
は
小
さ
い
。
調
整
は
内
外
面
と
も
に
強
い
回
転
ナ
デ
に
よ
り
成
・
整
形
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
外
面
に
は
棒
状
工
具
に
よ
る
凹
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
面
天
井
部
に
は
刺
突
に
よ
る
×
形
文
が
一
つ
施
さ
れ
て
い
る
。
摘
み
は
上
面
周
囲
が
僅
か
に
窪
み
、
突
き
出
た
中
央
部
の
上
面
は
平
坦
を
な
す
。
　
（
四
）（
要
録
番
号
二
〇
六
―
四
）
口
径
一
三
・
六
㎝
か
ら
一
三
・
八
㎝
、
器
高
四
・
四
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
り
、
色
調
は
内
外
面
と
も
に
暗
青
灰
色
を
基
調
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
面
一
部
、
斑
点
状
に
灰
色
を
呈
す
る
。
口
縁
部
は
や
や
内
反
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
。
ま
た
、
口
縁
部
お
よ
び
肩
部
に
は
各
一
条
づ
つ
の
凹
線
が
施
さ
れ
て
お
り
、
外
面
天
井
部
に
は
櫛
状
工
具
に
よ
り
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
木
の
葉
状
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
摘
み
は
強
い
ナ
デ
を
伴
い
、
縦
断
面
凹
形
を
呈
し
、
上
面
は
平
坦
を
な
す
。
　
（
五
）（
要
録
番
号
二
〇
六
―
五
）
口
径
九
・
六
㎝
か
ら
九
・
八
㎝
、
器
高
四
・
四
㎝
を
測
り
、
摘
み
の
わ
ず
か
な
破
損
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
赤
褐
色
軟
質
土
器
で
あ
り
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
赤
褐
色
を
基
調
と
し
、
胎
土
に
は
石
粒
を
多
く
含
む
為
、
斑
点
状
に
灰
褐
色
が
混
ざ
る
。
肩
部
は
わ
ず
か
に
張
り
出
し
た
形
状
を
呈
し
、
全
体
に
強
い
回
転
ナ
デ
が
施
さ
れ
、
稜
線
が
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、
外
面
天
井
部
に
は
中
央
か
ら
周
辺
部
へ
向
け
て
放
射
線
状
に
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
摘
み
に
は
強
い
ナ
デ
を
伴
い
、
上
面
中
央
は
僅
か
に
窪
む
。
　
（
六
）（
要
録
番
号
二
〇
六
―
六
）
口
径
一
四
・
二
㎝
（
復
元
）、
遺
存
高
二
・
九
五
㎝
を
測
り
、
口
縁
端
部
の
み
の
破
片
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
り
、
色
調
は
外
面
天
井
部
が
暗
緑
褐
色
を
呈
し
、
口
縁
部
か
ら
内
面
に
か
け
て
暗
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
断
面
は
二
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
上
層
は
黒
褐
色
、
下
層
は
黄
灰
色
を
呈
す
る
。
肩
部
お
よ
び
口
縁
部
に
は
強
い
回
転
ナ
デ
が
施
さ
れ
、
肩
部
は
張
り
出
し
た
形
状
を
呈
す
る
。
ま
た
、
外
面
に
は
櫛
状
工
具
に
よ
り
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
文
様
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
文
様
は
、
一
部
を
確
認
し
得
る
の
み
で
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
　
壷
形
土
器
（
七
〜
一
一
）（
第
三
・
四
図
）
　
出
土
地
な
ど
が
不
明
の
資
料
を
含
め
て
五
つ
の
資
料
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
厳
密
に
は
器
種
な
ど
か
ら
の
細
分
が
必
要
と
思
わ
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一
二
〇
第一表　高霊地域出土土器編年表［定森　１９８７　一部改変］
第二図　所蔵土器実測図①
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
壷
形
土
器
と
し
て
ま
と
め
た
。
　
（
七
）（
要
録
番
号
二
四
〇
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
廣
口
壷
形
土
器
」、
出
土
地
点
「
朝
鮮
」
と
記
載
が
あ
る
。
口
径
一
三
・
二
㎝
か
ら
一
三
・
四
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
七
・
六
㎝
、
底
径
五
・
五
㎝
か
ら
六
・
〇
㎝
、
器
高
二
四
・
三
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
、
外
面
が
青
灰
色
か
ら
暗
青
灰
色
を
呈
し
、
口
縁
部
に
一
部
紫
黒
色
が
混
ざ
る
。
内
面
は
暗
青
灰
色
を
呈
す
る
。
全
体
的
な
作
り
は
粗
雑
で
あ
り
、
口
縁
・
頸
部
に
対
し
て
胴
部
は
大
き
く
歪
む
。
外
面
に
は
、
頸
部
か
ら
体
部
上
半
に
か
け
て
波
状
紋
が
施
さ
れ
て
お
り
、
体
部
に
施
さ
れ
た
も
の
は
、
三
条
の
波
状
文
が
無
造
作
に
重
な
り
合
い
複
線
を
な
す
。
体
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
は
、
格
子
目
の
叩
き
が
施
さ
れ
る
が
、
大
部
分
は
ナ
デ
消
し
さ
れ
一
部
を
確
認
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
体
部
下
半
に
は
、
接
合
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
え
る
ユ
ビ
オ
サ
エ
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
　
（
八
）（
要
録
番
号
二
五
一
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
突
起
付
土
器
」、
出
土
地
「
朝
鮮
」
と
記
載
が
あ
る
。
口
径
九
・
六
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
八
・
〇
㎝
、
底
径
七
・
〇
㎝
、
器
高
一
六
・
九
㎝
か
ら
一
七
・
一
㎝
を
測
り
、
把
手
部
分
の
破
損
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
青
灰
色
を
基
調
と
し
、
外
面
は
肩
部
以
下
底
部
に
か
け
て
灰
白
色
を
呈
す
る
。
把
手
の
破
損
部
位
よ
り
断
面
は
明
青
灰
色
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
・
整
形
し
た
後
、
体
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
縄
蓆
文
の
叩
き
を
施
し
、
さ
ら
に
回
転
ヘ
ラ
削
り
に
よ
る
整
形
を
行
う
。
体
部
に
は
棒
状
工
具
に
よ
る
一
条
の
凹
線
お
よ
び
四
方
に
Ｌ
字
状
の
突
手
を
有
す
る
。
底
部
は
中
央
が
わ
ず
か
に
窪
む
が
、
こ
れ
は
叩
き
に
よ
る
調
整
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
九
）（
要
録
番
号
二
六
〇
―
一
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
脚
付
壷
形
土
器
」、
出
土
地
「
朝
鮮
？
」
と
記
載
が
あ
る
。
か
つ
て
『
博
物
館
資
料
図
録
』
に
お
い
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
（
資
料
№
二
二
一
）、
そ
の
中
で
河
上
邦
彦
氏
は
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
三
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
新
羅
土
器
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
﹇
河
上
一
九
九
八
﹈。
口
径
八
・
六
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
五
・
一
㎝
か
ら
一
五
・
三
㎝
、
底
径
一
一
・
六
㎝
、
器
高
一
九
・
四
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
青
灰
色
を
基
調
と
し
、
脚
部
に
一
部
暗
青
灰
色
が
混
ざ
る
他
、
全
体
に
赤
褐
色
が
斑
点
状
に
混
ざ
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
・
整
形
が
施
さ
れ
、
肩
部
お
よ
び
脚
部
に
は
削
り
出
し
の
突
帯
を
有
し
、
肩
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
の
突
帯
の
間
に
は
波
状
文
が
、
脚
部
に
は
一
段
の
三
角
形
の
透
か
し
が
二
個
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
体
部
下
半
に
は
櫛
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
が
巡
り
、
脚
部
接
合
に
伴
う
強
い
な
で
が
施
さ
れ
る
。
全
体
の
造
り
は
非
常
に
丁
寧
で
あ
る
。
　
（
一
〇
）（
要
録
番
号
二
六
一
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
脚
付
壷
形
土
器
」、
出
土
地
「
朝
鮮
」
と
記
載
が
あ
る
。
口
径
一
〇
・
九
㎝
か
ら
一
一
・
二
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
五
・
八
㎝
か
ら
一
六
・
四
㎝
、
器
高
二
八
・
五
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
青
灰
色
を
基
調
と
し
、
口
縁
部
お
よ
び
脚
部
の
一
部
に
暗
青
灰
色
が
混
ざ
る
。
全
体
に
回
転
調
整
に
よ
る
ナ
デ
成
形
が
施
さ
れ
、
体
部
下
半
に
は
、
回
転
ヘ
ラ
削
り
に
よ
る
整
形
、
頸
部
お
よ
び
体
部
・
脚
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
接
合
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
強
い
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
。
（
体
部
下
半
は
、
回
転
ヘ
ラ
削
り
の
後
、
脚
部
接
合
に
伴
い
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
）
ま
た
、
脚
部
に
は
三
方
向
に
一
段
の
長
方
形
の
透
か
し
が
施
さ
れ
、
そ
の
下
に
は
棒
状
工
具
に
よ
る
一
条
の
凹
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
に
比
べ
て
、
透
か
し
の
他
は
文
様
な
ど
を
持
た
な
い
簡
素
な
印
象
を
与
え
る
。
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一
二
二
第三図　所蔵土器実測図②
　
（
一
一
）（
要
録
番
号
二
六
四
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
脚
付
子
持
高
杯
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
正
確
に
は
高
杯
で
は
な
く
「
壷
形
土
器
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
出
土
地
は
不
明
で
あ
る
。
口
径
一
五
・
二
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
八
・
一
㎝
か
ら
一
八
・
三
㎝
、
遺
存
高
二
一
・
六
五
㎝
を
測
る
。
脚
部
は
完
全
に
失
わ
れ
て
お
り
体
部
下
半
に
は
脚
部
接
合
の
痕
跡
が
明
瞭
な
帯
状
と
な
っ
て
残
る
。
焼
成
は
良
好
で
他
の
資
料
に
比
べ
て
も
格
段
に
硬
く
し
ま
る
。
色
調
は
外
面
が
黒
色
を
呈
し
、
肩
部
お
よ
び
頸
部
の
一
部
に
明
灰
褐
色
が
混
ざ
る
。
内
面
は
暗
灰
色
、
破
損
部
位
よ
り
断
面
は
暗
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
ま
た
、
口
縁
部
は
わ
ず
か
に
、
楕
円
形
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
形
し
た
後
、
肩
部
に
カ
キ
目
調
整
、
体
部
下
半
に
二
種
の
叩
き
に
よ
り
整
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
頸
部
に
は
二
条
の
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
肩
部
の
四
方
に
は
、
椀
形
土
器
が
左
右
対
称
に
し
て
二
個
、
壷
形
土
器
が
一
個
、
こ
の
壷
形
土
器
に
相
対
す
る
位
置
に
破
損
の
為
に
形
状
が
不
明
で
あ
る
が
、
子
を
一
個
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
破
損
部
位
に
は
、
鉄
製
の
輪
金
具
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
状
態
よ
り
破
損
し
た
後
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
コ
ッ
プ
（
湯
呑
）
形
土
器
（
一
二
〜
一
四
）（
第
五
図
）
　
（
一
二
）（
要
録
番
号
二
四
五
）『
要
録
』
に
は
「
埴
器
把
手
付
湯
呑
形
土
器
」、
出
土
地
点
「
朝
鮮
」
と
記
載
が
あ
る
。
胴
径
（
最
大
）
八
・
七
㎝
、
底
径
五
・
六
㎝
か
ら
六
・
〇
㎝
、
遺
存
高
九
・
一
㎝
を
測
る
。
口
縁
部
は
や
や
楕
円
に
歪
ん
だ
形
状
を
呈
し
、
一
方
向
に
把
手
を
有
す
る
。
か
つ
て
末
永
先
生
が
「
埴
器
」
と
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
赤
褐
色
軟
質
土
器
で
あ
り
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
も
の
の
胎
土
に
は
白
雲
母
や
石
粒
を
多
く
含
ん
で
お
り
精
選
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
色
調
は
内
外
面
お
よ
び
断
面
と
も
に
赤
褐
色
を
呈
し
、
内
面
が
わ
ず
か
に
灰
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
口
縁
部
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一
二
三
第四図　所蔵土器実測図③
は
内
傾
し
、
弱
い
段
が
付
く
。
体
部
は
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
形
さ
れ
た
後
、
外
面
全
体
に
は
叩 
き 
が
施
さ
れ
て
お
り
、
器
面
に
は
斜
行
線
が
入
る
。
牛
角
形
と
考
え
　
④
ら
れ
る
把
手
は
叩
き
の
痕
跡
か
ら
成
・
整
形
作
業
の
最
終
段
階
に
ナ
デ
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
（
一
三
）（
要
録
番
号
二
四
六
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
把
手
付
湯
呑
形
土
器
」、
出
土
地
「
朝
鮮
」
と
記
載
が
あ
る
。
口
径
六
・
六
㎝
か
ら
六
・
八
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
七
・
四
㎝
か
ら
七
・
六
㎝
、
底
径
六
・
〇
㎝
、
器
高
六
・
五
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
青
灰
色
を
呈
し
、
内
面
の
一
部
ガ
ラ
ス
質
と
化
し
た
部
分
は
緑
褐
色
を
呈
す
る
。
一
方
向
に
牛
角
形
の
把
手
を
有
し
、
口
縁
部
に
は
段
が
付
く
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
形
が
な
さ
れ
、
外
面
体
部
下
半
に
は
静
止
ヘ
ラ
削
り
、
底
部
に
は
静
止
ナ
デ
に
よ
る
整
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
面
体
部
に
は
十
字
の
ヘ
ラ
描
き
に
よ
る
記
号
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
（
一
四
）（
要
録
番
号
二
四
七
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
把
手
付
湯
呑
形
土
器
」、
出
土
地
点
「
朝
鮮
」
と
記
載
が
あ
る
。
口
径
八
・
八
㎝
か
ら
九
・
二
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
〇
・
九
㎝
、
底
径
五
・
五
㎝
、
器
高
九
・
八
㎝
を
測
り
、
口
縁
部
の
わ
ず
か
な
破
損
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
暗
青
灰
色
を
基
調
と
し
、
体
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
次
第
に
明
青
灰
色
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
る
成
形
の
後
、
底
部
内
面
に
静
止
ヘ
ラ
削
り
を
施
す
。
ま
た
、
体
部
外
面
に
は
強
い
ナ
デ
に
よ
り
突
帯
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
環
状
の
把
手
が
一
方
向
に
付
さ
れ
る
。
　
深
鉢
形
土
器
（
一
五
・
一
六
）（
第
五
図
）
　
（
一
五
）（
要
録
番
号
二
四
八
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
把
手
付
深
鉢
形
土
器
」、
出
土
地
「
朝
鮮
慶
尚
北
道
慶
州
」
と
記
載
が
あ
る
。
口
径
一
〇
・
五
㎝
か
ら
一
〇
・
七
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
二
・
八
㎝
、
底
径
五
・
一
㎝
、
器
高
九
・
七
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
暗
青
灰
色
を
呈
し
、
い
ず
れ
も
体
部
に
白
灰
色
部
分
が
斑
点
状
に
混
ざ
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
形
さ
れ
、
肩
部
は
断
面
三
角
形
の
張
り
出
し
た
形
状
を
呈
す
る
。
体
部
に
は
強
い
ナ
デ
に
よ
る
凹
線
を
も
ち
、
凹
線
の
間
に
は
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
肩
部
周
辺
に
施
さ
れ
た
波
状
文
は
体
部
に
施
さ
れ
た
も
の
と
比
べ
て
、
や
や
粗
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
底
部
に
は
内
外
面
と
も
に
静
止
ヘ
ラ
削
り
の
痕
跡
が
明
瞭
に
残
り
、
さ
ら
に
外
面
に
は
ユ
ビ
オ
サ
エ
に
よ
る
整
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。
波
状
文
な
ど
の
調
整
と
の
前
後
関
係
か
ら
作
業
の
最
終
段
階
に
二
つ
の
環
状
把
手
が
な
で
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
（
一
六
）（
要
録
番
号
二
四
九
）『
要
録
』
に
は
「
祝
部
把
手
付
深
鉢
形
土
器
」、
出
土
地
「
朝
鮮
慶
尚
北
道
慶
州
」
と
記
載
が
あ
る
。
こ
の
資
料
は
蓋
と
身
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
唯
一
も
の
で
あ
る
。
身
の
方
は
口
径
一
四
・
六
㎝
か
ら
一
五
・
〇
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
六
・
四
㎝
、
底
径
一
〇
・
五
㎝
、
器
高
九
・
三
㎝
を
測
り
、
口
縁
部
の
わ
ず
か
な
破
損
を
の
ぞ
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
色
調
は
内
外
面
と
も
に
暗
褐
色
を
基
調
と
し
、
体
部
外
面
の
お
よ
そ
半
分
が
ガ
ラ
ス
質
と
化
し
、
暗
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
口
縁
部
の
破
損
部
位
よ
り
断
面
は
暗
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
形
さ
れ
、
肩
部
は
や
や
張
り
出
し
た
形
状
を
呈
す
る
。
体
部
に
は
棒
状
工
具
に
よ
る
凹
線
と
三
条
の
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
体
部
下
半
外
面
に
は
静
止
ヘ
ラ
削
り
に
よ
る
整
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
環
状
把
手
は
資
料
（
一
五
）
の
も
の
と
比
べ
て
、
扁
平
な
つ
く
り
と
な
っ
て
お
り
、
作
業
最
終
段
階
に
ナ
デ
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
二
四
　次
に
蓋
に
つ
い
て
で
あ
る
。
口
径
一
六
・
五
㎝
か
ら
一
七
・
〇
㎝
、
器
高
四
・
九
㎝
を
測
り
、
中
央
に
大
き
く
亀
裂
が
入
る
が
、
口
縁
部
の
破
損
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
が
、
全
体
の
約
四
分
の
一
程
度
が
大
き
く
歪
ん
で
い
る
。
色
調
は
、
外
面
が
摘
み
を
中
心
と
し
て
、
口
縁
部
に
向
け
て
、
暗
褐
色
か
ら
暗
赤
褐
色
を
呈
し
、
内
面
は
暗
青
灰
色
を
呈
す
る
。
口
縁
部
の
破
損
部
位
よ
り
断
面
は
二
層
に
色
調
が
分
か
れ
、
中
央
が
暗
赤
褐
色
、
こ
れ
を
上
下
か
ら
挟
む
か
た
ち
で
暗
褐
色
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
成
形
が
施
さ
れ
、
肩
部
お
よ
び
天
井
部
外
面
に
は
棒
状
工
具
に
よ
る
凹
線
が
施
さ
れ
る
。
天
井
部
の
凹
線
間
に
は
刺
突
紋
が
放
射
状
に
巡
る
。
内
面
は
、
大
き
く
歪
み
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
粘
土
間
に
皺
が
よ
っ
て
い
る
。
摘
み
は
上
面
中
央
が
大
き
く
突
出
し
た
形
態
を
な
す
。
　
椀
形
土
器
（
一
七
・
一
八
）（
第
五
図
）
　
（
一
七
）（
要
録
番
号
不
明
）
こ
の
資
料
に
関
し
て
は
、『
要
録
』
に
お
い
て
符
号
す
る
も
の
が
無
い
た
め
出
土
地
点
な
ど
詳
細
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
口
径
一
五
・
四
㎝
か
ら
一
六
・
〇
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
三
・
一
㎝
、
底
径
一
〇
・
二
㎝
、
器
高
一
四
・
一
㎝
を
測
り
、
口
縁
部
ほ
か
わ
ず
か
な
破
損
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
、
外
面
が
暗
青
灰
色
を
呈
し
、
口
縁
部
お
よ
び
脚
部
に
は
斑
点
状
に
灰
色
が
混
ざ
る
。
内
面
は
脚
部
が
暗
青
灰
色
を
呈
す
る
も
の
の
、
椀
部
は
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
為
、
地
色
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
後
世
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
破
損
部
位
よ
り
断
面
は
赤
紫
色
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
っ
て
椀
部
お
よ
び
脚
部
が
別
々
に
製
作
さ
れ
、
椀
部
底
部
外
面
に
は
ユ
ビ
オ
サ
エ
に
よ
る
整
形
が
施
さ
れ
て
い
る
。
椀
部
お
よ
び
脚
部
共
に
削
り
出
し
の
突
帯
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
椀
部
に
は
二
条
の
波
状
文
、
脚
部
に
は
長
方
形
一
段
の
透
か
し
が
四
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ
て
い
る
。
　
（
一
八
）（
要
録
番
号
不
明
）
こ
の
資
料
に
関
し
て
も
、『
要
録
』
に
お
い
て
符
号
す
る
も
の
が
無
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
資
料
（
九
）
と
同
様
に
『
博
物
館
資
料
図
録
』（
資
料
№
二
二
〇
）
に
お
い
て
河
上
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
河
上
一
九
九
八
）。
口
径
一
五
・
五
㎝
か
ら
一
六
・
八
㎝
、
胴
径
（
最
大
）
一
三
・
五
㎝
、
底
径
一
〇
・
三
㎝
か
ら
一
一
・
〇
㎝
、
器
高
一
五
・
一
㎝
を
測
り
、
完
形
で
あ
る
。
焼
成
は
良
好
で
硬
く
焼
き
し
ま
る
。
色
調
は
外
面
全
体
が
白
色
、
脚
端
部
の
み
灰
色
を
呈
す
る
。
内
面
は
脚
部
が
灰
白
色
を
呈
し
、
椀
部
内
面
に
は
資
料
（
一
七
）
と
同
様
に
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
箔
部
分
の
摩
滅
な
ど
か
ら
内
面
は
青
灰
色
の
地
色
を
も
つ
も
の
と
分
か
る
。
ま
た
、
破
損
部
位
よ
り
断
面
は
灰
色
を
呈
す
る
。
回
転
ナ
デ
調
整
に
よ
り
椀
部
お
よ
び
脚
部
は
別
々
に
製
作
さ
れ
、
椀
部
底
部
外
面
に
は
、
脚
部
接
合
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
爪
形
の
整
形
痕
跡
が
残
る
。
椀
部
に
は
削
り
出
し
の
突
帯
、
脚
部
に
は
長
方
形
一
段
の
透
か
し
が
四
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ
て
い
る
。
外
面
に
は
突
帯
の
他
、
文
様
な
ど
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
三
所
蔵
の
土
器
の
検
討
　
次
に
以
上
の
資
料
に
関
し
、
で
き
る
限
り
の
検
討
を
行
い
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
出
土
状
況
等
に
関
し
て
は
一
切
不
明
で
あ
る
た
め
、
土
器
の
年
代
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
土
器
そ
の
も
の
の
形
式
を
根
拠
と
し
て
位
置
付
け
す
る
外
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ 
た 
。
　
⑤
　
ま
ず
、
摘
み
付
蓋
（
資
料
一
〜
六
）
で
あ
る
。
か
つ
て
末
永
先
生
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
慶
尚
北
道
慶
州
が
出
土
地
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
新
羅
土
器
と
な
る
こ
と
は
言
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一
二
六
第五図　所蔵土器実測図④
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
赤
色
軟
質
土
器
で
あ
る
資
料
（
五
）
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
高
霊
地
域
に
お
い
て
酷
似
し
た
形
態
を
多
く
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
高
霊
地
域
の
蓋
は
、
扁
平
で
あ
り
、
上
面
中
央
が
突
出
し
た
形
状
の
摘
み
に
特
徴
が
あ
る
﹇
朱
甫
暾
ほ
か
編
一
九
七
九
﹈。
逆
説
的
に
な
る
が
、
慶
州
地
域
を
中
心
と
し
た
新
羅
土
器
の
特
徴
と
し
て
、
蓋
は
器
高
が
高
く
、
摘
み
の
形
状
は
上
面
が
平
坦
を
な
し
、
そ
の
縦
断
面
は
逆
台
形
な
い
し
は
Ｔ
字
形
を
呈
し
て
い
る
も
の
が
多
い
﹇
崔
秉
鉉
一
九
九
八
﹈
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
は
伽
耶
系
高
霊
タ
イ
プ
の
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
与
え
ら
れ
る
年
代
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
高
霊
タ
イ
プ
の
陶
質
土
器
に
つ
い
て
は
定
森
秀
夫
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
﹇
定
森
一
九
八
七
・
一
九
九
〇
﹈、
こ
の
タ
イ
プ
の
土
器
は
、
時
期
的
に
は
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
葉
に
か
け
て
広
が
っ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
﹇
定
森
一
九
九
〇
﹈。
以
下
、
定
森
氏
の
構
築
さ
れ
た
編
年
（
第
一
表
）
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。
　
こ
れ
ら
蓋
の
形
態
よ
り
資
料
の
整
理
を
行
っ
て
お
く
と
、
こ
れ
ら
を
摘
み
と
肩
部
の
形
状
に
よ
っ
て
大
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
摘
み
が
側
面
に
強
い
ナ
デ
を
伴
い
断
面
凹
形
を
呈
し
、
肩
部
に
張
り
出
し
を
有
す
る
も
の
（
資
料
二
・
三
・
六
）、
摘
み
上
面
周
囲
が
窪
み
、
中
央
が
摘
み
出
さ
れ
た
形
状
を
呈
し
、
肩
部
に
張
り
出
し
を
持
た
な
い
も
の
（
口
縁
部
が
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
も
の
）（
資
料
一
・
四
）
の
二
形
態
で
あ
る
。
こ
の
摘
み
と
肩
部
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
後
述
す
る
資
料
（
一
六
）
に
見
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
い
か
な
る
形
態
を
も
つ
身
を
伴
っ
て
い
た
の
か
が
判
明
し
な
い
な
ど
、
至
極
限
定
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
は
、
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
特
に
摘
み
の
形
態
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
（
以
下
表
一
参
照
）
と
、
資
料
（
二
）
は
定
森
氏
の
設
定
す
る
高
霊
地
域
Ⅴ
段
階
つ
ま
り
五
世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
る
有
蓋
高
杯
の
蓋
に
多
い
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
資
料
（
三
）
に
関
し
て
は
、
同
じ
有
蓋
高
杯
の
蓋
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
肩
部
張
り
出
し
の
弱
さ
と
摘
み
の
突
出
部
が
大
き
く
扁
平
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
資
料
（
二
）
よ
り
も
や
や
新
し
く
な
り
、
Ⅵ
段
階
つ
ま
り
五
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
肩
部
が
や
や
張
り
出
し
、
斜
め
に
立
ち
上
が
る
口
縁
形
態
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
資
料
（
六
）
に
関
し
て
も
、
資
料
（
三
）
に
近
い
年
代
を
与
え
た
い
。
　
資
料
（
一
）・（
四
）
の
タ
イ
プ
は
そ
の
摘
み
の
形
状
を
中
心
と
し
て
、
杯
蓋
に
多
く
類
例
が
求
め
ら
れ
る
。
厳
密
に
は
、
摘
み
中
央
が
や
や
突
出
し
た
資
料
（
一
）
に
関
し
て
は
、
Ⅵ
段
階
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
資
料
（
四
）
に
関
し
て
は
、
土
器
そ
の
も
の
の
形
態
よ
り
地
域
お
よ
び
時
期
を
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
地
域
を
特
定
す
る
根
拠
と
成
り
得
る
要
素
を
筆
者
は
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
唯
一
外
面
に
施
さ
れ
て
い
る
木
の
葉
状
の
文
様
に
そ
の
特
徴
が
見
出
せ
よ
う
が
、
類
例
に
も
乏
し
く
検
討
が
困
難
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
資
料
（
五
）
に
関
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
他
の
資
料
に
比
し
て
器
高
が
高
く
、
摘
み
も
大
き
く
、
上
面
中
央
が
窪
ん
で
い
る
形
態
を
呈
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
霊
地
域
を
南
下
し
た
陝
川
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
﹇
酒
井
一
九
九
〇
﹈。
し
か
し
、
赤
色
軟
質
土
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
検
討
を
困
難
に
し
て
い
る
為
、
こ
こ
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
指
摘
す
る
の
み
と
し
て
お
き
た
い
。
　
次
に
、
壷
形
土
器
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
壷
形
土
器
と
一
括
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
個
々
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
見
極
め
る
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一
二
七
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
み
く
も
に
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
大
い
に
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
各
資
料
の
産
出
地
域
を
推
定
す
る
に
留
め
た
い
。
　
資
料
（
七
）
は
、
長
頸
壷
で
あ
る
が
、
こ
の
器
種
を
多
く
出
土
し
て
い
る
地
域
と
し
て
新
羅
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
羅
地
域
の
長
頸
壺
に
特
徴
的
な
形
態
と
し
て
、
球
形
に
近
い
胴
部
に
加
え
て
、
底
部
は
丸
底
も
し
く
は
、
わ
ず
か
に
平
底
を
呈
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
﹇
金
一
九
七
六
・
崔
秉
鉉
一
九
九
八
﹈。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
脚
台
を
付
け
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
頸
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
の
形
態
も
や
や
外
反
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
新
羅
土
器
を
裏
付
け
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
　
資
料
（
八
）
は
、
把
手
付
短
頸
壷
で
あ
る
。
こ
こ
で
着
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
や
や
内
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
、
ぶ
あ
つ
い
口
縁
部
と
、
球
形
を
な
す
も
の
の
、
凹
線
を
境
に
し
て
わ
ず
か
に
肩
部
が
張
っ
た
形
態
を
な
す
体
部
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
諸
特
徴
を
新
羅
土
器
に
多
く
観
取
で
き
る
要
素
と
考
え
た
い
。
逆
に
、
体
部
下
半
に
施
さ
れ
て
い
る
縄
蓆
文
か
ら
百
済
地
域
に
特
徴
的
な
土
器
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
当
地
域
の
短
頸
壷
に
限
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
口
縁
部
は
外
反
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
新
羅
地
域
に
お
い
て
も
、
体
部
に
叩
き
目
を
有
す
る
も
の
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
内
の
一
型
式
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
﹇
金
廷
鶴
編
一
九
七
二
﹈。
　
資
料
（
九
）
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
新
羅
土
器
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
削
り
出
し
の
突
帯
と
肩
部
に
施
さ
れ
て
い
る
波
状
文
を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
特
徴
の
み
か
ら
は
新
羅
地
域
を
産
出
地
と
し
て
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
脚
付
短
頸
壷
と
い
う
器
形
に
着
目
す
る
と
、
や
は
り
伽
耶
地
域
に
特
徴
的
な
突
手
付
脚
付
短
頸
壷
に
類
例
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
脚
部
の
形
態
が
、
下
部
の
開
く
ラ
ッ
パ
状
を
呈
し
て
い
る
こ
と
も
伽
耶
地
域
の
土
器
に
多
い
要
素
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
資
料
（
一
〇
）
は
、
脚
付
長
頸
壷
で
あ
る
。
や
や
外
反
し
な
が
ら
真
直
に
立
ち
上
が
る
口
縁
部
と
、
や
や
肩
部
の
張
っ
た
形
態
の
体
部
か
ら
新
羅
土
器
に
特
徴
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
脚
部
の
形
態
に
関
し
て
蛇
足
な
が
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
、
壷
形
土
器
の
脚
台
に
限
る
こ
と
な
く
観
取
で
き
る
傾
向
と
し
て
、
新
羅
地
域
に
特
徴
的
な
直
線
的
つ
ま
り
八
字
形
に
開
く
形
態
の
も
の
と
伽
耶
地
域
に
特
徴
的
な
脚
部
の
下
部
が
外
反
気
味
の
ラ
ッ
パ
状
に
広
が
る
形
態
（
資
料
（
九
）
な
ど
）
の
大
き
く
二
種
の
傾
向
が
半
島
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
る
﹇
金
鍾
徹
一
九
八
九
ほ
か
﹈。
し
か
し
、
当
資
料
に
関
し
て
は
、
脚
部
の
中
程
か
ら
大
き
く
む
し
ろ
内
反
す
る
形
態
を
呈
し
て
お
り
、
検
討
を
慎
重
に
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
の
土
器
を
新
羅
土
器
に
近
い
形
態
を
有
す
る
（
極
論
で
は
あ
る
が
、
陶
質
土
器
と
捕
ら
え
が
た
い
可
能
性
も
あ
る
）
も
の
と
し
て
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
　
資
料
（
一
一
）
に
関
し
て
は
、
本
体
で
あ
る
長
頸
壺
の
形
態
か
ら
、
新
羅
地
域
に
類
例
が
求
め
ら
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
土
器
が
、
脚
台
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
長
頸
壺
の
底
部
そ
の
も
の
は
丸
底
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
料
（
七
）
に
も
共
通
す
る
要
素
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
口
縁
部
の
形
態
は
特
殊
で
あ
る
が
、
金
基
雄
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
口
縁
部
付
加
型
の
一
類
型
﹇
金
一
九
七
六
﹈
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
土
器
が
肩
部
四
方
に
土
器
を
有
し
た
（
子
持
付
の
）
も
の
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
一
般
に
土
器
に
人
間
や
動
物
・
器
物
な
ど
の
装
飾
を
付
加
し
た
も
の
を
装
飾
付
土
器
と
称
し
て
お
り
、
韓
国
に
お
い
て
も
多
数
の
出
土
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
新
羅
地
域
さ
ら
に
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一
二
八
は
慶
州
地
方
に
出
土
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
定
森
二
〇
〇
一
﹈。
つ
ま
り
、
資
料
（
一
一
）
が
広
義
の
装
飾
付
陶
質
土
器
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
土
器
が
新
羅
土
器
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
つ
ぎ
に
コ
ッ
プ
形
（
湯
呑
形
）
土
器
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
こ
の
器
種
に
関
し
て
は
「
把
手
付
小
鉢
」・「
耳
付
椀
」
な
ど
様
々
な
名
称
で
称
さ
れ
て
い
る
が
、
器
形
か
ら
連
想
さ
れ
る
用
途
か
ら
便
宜
的
に
こ
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
　
さ
て
、
こ
れ
ら
は
資
料
の
形
態
か
ら
、
口
縁
部
に
蓋
受
け
と
考
え
ら
れ
る
段
を
有
す
る
も
の
（
一
二
・
一
三
）、
口
縁
部
に
段
を
有
さ
ず
、
口
縁
が
真
直
に
立
ち
上
が
る
も
の
（
一
四
）
の
二
形
態
に
大
別
で
き
る
。
た
だ
し
、
わ
ず
か
三
点
の
資
料
か
ら
で
は
、
こ
の
形
態
分
類
が
地
域
色
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
く
、
む
し
ろ
避
け
る
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
状
に
お
い
て
は
、
こ
の
形
態
差
が
資
料
の
産
出
地
域
を
考
察
し
て
ゆ
く
た
め
の
唯
一
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
ま
ず
、
口
縁
に
段
を
有
す
る
タ
イ
プ
に
関
し
て
で
あ
る
。
資
料
（
一
二
）
お
よ
び
（
一
三
）
は
と
も
に
牛
角
形
突
手
を
有
し
、
体
部
は
底
部
に
か
け
て
次
第
に
窄
ま
っ
て
ゆ
く
と
い
う
共
通
の
形
態
を
有
し
て
い
る
。
両
者
に
は
、
赤
色
軟
質
で
あ
る
こ
と
と
陶
質
で
あ
る
こ
と
の
大
き
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
以
上
の
如
く
、
形
態
上
同
じ
系
統
に
属
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
土
器
を
新
羅
土
器
と
し
て
考
え
た
い
。
第
一
に
、
牛
角
形
を
呈
す
る
把
手
の
形
状
に
特
徴
が
あ
る
。
新
羅
地
域
に
は
例
え
ば
角
形
杯
と
い
っ
た
角
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
器
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
そ
の
他
の
把
手
の
形
態
と
し
て
環
状
を
呈
す
る
も
の
や
、
渦
巻
き
状
を
呈
す
る
も
の
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
こ
の
角
形
を
呈
す
る
把
手
は
当
地
域
に
顕
著
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
資
料
（
一
二
）
に
関
し
て
は
、
体
部
に
装
飾
を
主
目
的
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
平
行
の
叩
き
目
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
資
料
（
八
）
に
関
し
て
も
触
れ
た
よ
う
に
、
当
地
域
に
特
徴
的
な
製
法
つ
ま
り
叩
き
技
術
を
明
確
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
　
一
方
、
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
資
料
（
一
四
）
に
関
し
て
で
あ
る
。
下
部
の
膨
ら
ん
だ
体
部
を
有
し
、
資
料
（
一
二
）・（
一
三
）
と
比
べ
て
も
球
形
に
近
い
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
把
手
も
環
状
を
呈
し
て
い
る
。
以
上
の
諸
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
土
器
は
伽
耶
地
域
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
蛇
足
と
な
る
が
、
環
状
の
把
手
は
半
島
に
お
い
て
一
般
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
傾
向
と
し
て
環
状
お
よ
び
渦
巻
き
形
の
把
手
は
当
地
域
に
多
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
　
次
に
、
深
鉢
形
土
器
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
資
料
（
一
五
）・（
一
六
）
と
も
に
二
つ
の
把
手
を
有
し
て
お
り
、
体
部
に
は
波
状
文
が
施
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
た
要
素
は
い
く
つ
か
観
取
で
き
る
。
ま
た
、
末
永
先
生
は
、
と
も
に
慶
州
地
方
を
産
出
地
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
新
羅
土
器
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
　
検
討
順
序
が
前
後
す
る
が
、
ま
ず
資
料
（
一
六
）
に
関
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
資
料
は
蓋
が
伴
っ
て
お
り
、
産
出
地
域
の
検
討
を
行
う
上
で
、
こ
の
存
在
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
く
る
。
つ
ま
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
上
面
中
央
が
突
出
し
て
い
る
形
態
で
あ
る
摘
み
が
典
型
的
な
伽
耶
地
域
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
身
に
関
し
て
は
、
形
態
そ
の
も
の
か
ら
の
地
域
特
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
扁
平
な
突
手
が
当
地
域
に
多
い
形
状
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
他
資
料
の
類
例
を
求
め
て
み
る
と
、
や
は
り
、
高
霊
地
域
に
所
在
す
る
池
山
洞
二
号
墳
出
土
資
料
な
ど
と
酷
似
し
て
い
る
﹇
朱
甫
暾
ほ
か
編
一
九
七
九
・
啓
明
大
学
校
博
物
館
一
九
八
一
﹈。
 































































 
一
二
九
　資
料
（
一
五
）
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
資
料
（
一
六
）
と
の
形
態
差
は
地
域
差
に
、
そ
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
資
料
は
、
や
は
り
新
羅
地
域
に
そ
の
産
出
地
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
資
料
（
一
六
）
と
比
べ
て
も
器
高
が
高
く
、
口
縁
部
に
は
明
瞭
な
段
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
き
く
異
な
る
の
は
波
状
文
の
構
成
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
施
文
自
体
は
粗
雑
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
非
常
に
緻
密
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
資
料
の
中
で
見
て
も
、
新
羅
土
器
に
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
資
料
七
・
九
・
一
一
ほ
か
）。
た
だ
し
、
こ
れ
が
新
羅
地
域
の
中
で
も
慶
州
地
方
に
特
定
で
き
る
か
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
　
最
後
に
脚
付
椀
形
土
器
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
資
料
（
一
七
）
お
よ
び
（
一
八
）
と
も
に
体
部
に
削
り
出
し
の
突
帯
、
脚
部
に
は
比
較
的
大
き
な
長
方
形
一
段
の
透
か
し
を
有
す
る
と
い
う
点
で
酷
似
し
て
い
る
。
椀
部
は
非
常
に
深
く
な
っ
て
お
り
、
半
島
に
特
徴
的
な
器
種
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
器
種
は
新
羅
地
域
に
お
い
て
顕
著
な
も
の
で
あ
り
﹇
金
一
九
七
六
﹈、
比
較
的
出
土
の
事
例
も
多
い
。
形
態
的
な
特
徴
を
見
て
も
、
脚
部
の
立
ち
上
が
り
が
直
線
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
脚
部
に
対
し
て
大
き
く
透
か
し
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
新
羅
土
器
と
し
て
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
両
者
を
比
較
し
て
、
脚
端
部
の
形
状
が
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
資
料
（
一
八
）
に
関
し
て
は
、
無
文
の
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
当
地
域
に
お
い
て
時
間
的
な
差
も
し
く
は
地
域
的
な
差
を
表
出
し
た
も
の
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
四
お
わ
り
に
　
以
上
、
博
物
館
の
所
蔵
す
る
陶
質
土
器
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
形
態
的
な
特
徴
よ
り
、
産
出
地
域
の
推
定
を
行
っ
て
み
た
。
結
果
と
し
て
、
か
つ
て
末
永
先
生
の
示
さ
れ
た
出
土
地
及
び
生
産
地
域
と
は
異
な
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
発
掘
調
査
の
進
展
、
そ
し
て
陶
質
土
器
の
出
土
例
の
増
加
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
の
で
き
た
成
果
と
し
て
、
受
け
止
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
蓋
に
関
し
て
は
、
年
代
の
推
定
も
行
っ
て
み
た
。
検
討
部
分
に
関
し
て
は
、
推
論
に
推
論
を
重
ね
た
部
分
も
多
く
、
そ
の
根
拠
は
な
か
な
か
成
立
し
が
た
い
も
の
も
中
に
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
金
海
式
土
器
群
に
そ
の
祖
形
が
求
め
ら
れ
る
新
羅
土
器
と
伽
耶
土
器
の
両
者
お
よ
び
百
済
地
域
の
土
器
も
含
め
て
、
明
確
な
時
間
軸
の
設
定
が
な
さ
れ
て
な
い
中
で
、
そ
の
形
態
的
な
諸
特
徴
の
み
か
ら
、
産
出
地
域
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
胎
土
分
析
な
ど
の
方
法
を
用
い
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
も
当
初
の
理
想
で
あ
っ
た
し
、
む
し
ろ
今
日
の
研
究
傾
向
﹇
泉
・
三
一
九
九
一
﹈
や
小
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
資
料
の
状
況
を
鑑
み
て
も
、
不
可
欠
な
作
業
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
筆
者
の
力
量
不
足
も
あ
り
、
資
料
の
実
測
図
掲
載
を
主
目
的
と
し
た
今
回
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
陶
質
土
器
が
須
恵
器
生
産
成
立
の
問
題
に
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ら
に
は
古
墳
時
代
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
史
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
上
に
お
い
て
核
と
な
る
資
料
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
、
河
上
氏
の
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陶
質
土
器
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一
三
〇
の
研
究
は
、
須
恵
器
を
も
含
め
た
総
合
的
な
研
究
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
﹇
河
上
一
九
九
八
﹈
も
の
と
言
え
る
。
　
な
お
、
小
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
藤
原
学
・
山
口
卓
也
両
先
生
に
は
多
大
な
る
御
配
慮
と
御
教
授
を
頂
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
﹇
註
﹈
①　
陶
質
土
器
の
定
義
に
関
し
て
、
少
し
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。
陶
質
土
器
を
年
代
的
に
限
定
す
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
三
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
土
器
を
指
し
て
い
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
述
べ
る
三
国
時
代
と
は
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
間
の
時
代
を
指
し
て
い
る
。
三
国
時
代
に
製
作
さ
れ
た
土
器
を
質
に
よ
っ
て
区
分
し
た
場
合
、
素
焼
き
の
赤
焼
土
器
（
文
中
に
お
い
て
は
赤
褐
色
軟
質
土
器
）・
瓦
質
土
器
・
陶
質
土
器
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
﹇
武
末
一
九
九
一
﹈。
厳
密
に
は
、
こ
の
陶
質
土
器
の
中
で
、
三
国
時
代
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
新
羅
土
器
や
百
済
土
器
と
い
っ
た
あ
る
程
度
明
確
な
地
域
性
が
土
器
に
反
映
さ
れ
る
以
前
の
も
の
は
「
古
式
」
と
し
て
区
別
す
る
。
②　
収
蔵
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
資
料
の
中
で
、
資
料
の
収
集
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
知
り
得
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
決
し
て
多
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
小
稿
に
お
い
て
は
、
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
そ
の
収
集
過
程
の
判
明
し
て
い
る
と
い
う
条
件
下
に
お
い
て
、
検
討
の
対
象
と
成
り
得
る
資
料
の
み
を
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
陶
質
土
器
も
本
文
に
お
い
て
述
べ
た
一
八
点
に
限
る
も
の
で
は
な
い
。
③　
出
土
地
と
は
「
生
産
地
」
と
、
古
墳
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
消
費
地
」
の
二
種
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
し
て
は
、
両
者
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
厳
密
な
区
別
は
し
て
お
ら
ず
、
文
中
に
お
い
て
は
出
土
地
お
よ
び
産
出
地
域
の
両
方
の
用
語
を
併
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
土
地
点
（
も
し
く
は
産
出
地
域
）
の
判
明
し
て
い
る
も
の
で
も
、
本
文
中
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
、
資
料
そ
れ
ぞ
れ
の
確
固
た
る
産
出
地
域
と
し
て
考
え
ら
れ
得
る
も
の
な
の
か
再
考
し
て
ゆ
く
意
義
は
十
分
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
④　
こ
の
「
叩
き
」
と
い
う
表
現
に
関
し
て
は
、
土
器
製
作
に
お
い
て
、
成
・
整
形
に
用
い
ら
れ
る
調
整
方
法
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
当
資
料
の
場
合
、
そ
の
器
形
お
よ
び
土
器
そ
の
も
の
の
大
き
さ
な
ど
か
ら
、
器
面
を
延
ば
し
密
着
さ
せ
る
本
来
の
「
叩
き
」
作
業
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
器
面
を
装
飾
す
る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
は
「
叩
き
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
不
正
確
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
叩
き
板
（
も
し
く
は
酷
似
し
た
道
具
）
を
用
い
て
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
便
宜
上
、
こ
こ
で
は
「
叩
き
」
と
表
現
し
て
い
る
。
⑤　
小
稿
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
各
器
種
の
諸
特
徴
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
は
年
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
身
の
器
種
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
に
伴
う
蓋
の
形
態
的
特
徴
は
、
細
分
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
年
代
お
よ
び
地
域
を
判
別
し
得
る
デ
ー
タ
を
一
切
伴
わ
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
各
器
種
の
形
態
に
お
い
て
看
取
で
き
る
大
ま
か
な
傾
向
を
地
域
特
定
の
根
拠
と
し
た
。
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